
333段の石段を上りきった先に本堂

切幡寺 得度山
灌頂院

江川湧水源鴨島温泉 鴨の湯

環境省選定名水百選にも選ば
れている湧水。夏季は10℃前
後に下がり、冬季は20℃前後に
上昇する「異常水温」と呼ばれ
る珍しい現象がみられる。周辺
には「ふるさとの森」があり、年
間を通じて休憩所として、多く
のお遍路さんで賑わっている。

切幡寺大塔

国の重要文化財に指定されて
いる大塔。豊臣秀吉の子である
秀頼が大阪の住吉神宮寺に寄
進したもので、明治維新の時、
神宮寺が廃寺となったため、第
45世住職天佑上人が東西両
塔あったうち、当時残っていた
西塔を買い取った。それを明治
6年（1873）から10年かけてこ
の地に移築した。

銭湯感覚で気軽に温泉が楽し
める入浴施設。浴室には、大浴
場、水風呂、サウナ、外には檜と
岩の露天風呂があり、男湯女
湯が1週間毎に入れ替わる。露
天風呂からの眺めは格別だ。
泉質は低張性弱アルカリ性低
温泉で、神経痛や疲労回復、
健康増進などに効果があるそ
う。ドーム型の建物が目印。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

徳島県吉野川市鴨島町飯尾415-1
11番藤井寺から北東へ2km
0883・22・1926
10：30～22：00
第3木曜
大人500円

休

第10番 切幡寺
●徳島県阿波市市場町切幡字観音129
☎0883-36-3010
●宿坊／なし

第11番 藤井寺
●徳島県吉野川市鴨島町飯尾1525 
☎0883-24-2384
●宿坊／なし

「大宝楼閣陀羅尼」の筆跡が美しい金堂

　寺の開創は、遥か平安時代の古に遡る。弘
仁６年（８１５）、弘法大師が旅僧姿で四国巡
錫中に山麓に到った時、衣がかなり傷んでい
た。近くの民家に繕いの布を求めると、家の中
で機を織っていた娘が、織りかけていた布を惜
しげもなく断ち切って差し出した。この娘の行為
に感動した大師は、「亡き父母のために観音像
を」という娘の願いを聞き、一夜で千手観音像
を刻むと、娘を得度させ、更に秘密灌頂を授け
た。すると娘の身から七色の光明が放たれ、た
ちまち千手観音の姿に変わった。そこで弘法大
師は嵯峨天皇に奉請して一寺を建立したの
が、この切幡寺の始まりである。

　寺は切幡山の中腹、標高１５５ｍの所にあ
る。山麓の山門から境内までの距離はかなり
遠く、坂道と３３３段の石段が待っている。一
段一段、踏み締めながら上っていきたい。
　境内には本堂、大師堂、その奥に、はたき
り観音の銅像、鐘楼、大塔、不動堂がある。
　寺には２体の観音像があり、弘法大師作
の千手観音を南向きに、女人即身成仏の千
手観音を北向きに安置している。娘が化身
した千手観音は、秘仏であるため公開され
ていない。

境　内歴史・全体像
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第10番
とくどざん　かんぢょういん　きりはたじ

千手観音になった娘を祀る古刹

御詠歌／欲心をただ一筋に切幡寺の
ちの世までの障りとぞなる
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／高野山真言宗
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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女人即身成仏の伝説で知られる寺

➡

料

徳島県吉野川市鴨島町
0883・22・2271（吉野川市生涯学習課）
散策自由

鐘
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観音像大塔
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